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地
域
の
機
能
的
進
化
の
過
程
に
遅
滞
を
生
ず
る
例
も
少
く
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
基
礎
地
域
の
中
に
保
欝
さ
れ
て
き
た
固
有
の
土
着
文
化

と
基
礎
地
域
を
覆
っ
て
拡
散
し
た
外
来
文
化
は
、
相
互
に
再
調
整
さ

れ
、
こ
こ
に
よ
り
高
次
な
混
合
文
化
を
竜
つ
「
民
族
地
域
」
が
形
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
現
在
中
部
ア
ン
デ
ス
で
は
共
同
体
は
遺

制
と
し
て
残
存
す
る
に
す
ぎ
ず
、
共
三
体
の
竜
つ
機
能
竜
著
し
く
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
現
代
の
「
地
域
」
の
特
色
を
生
み
出
す
に
当

っ
て
、
こ
の
p
覧
冨
共
同
体
の
果
し
た
役
割
の
重
要
性
は
十
分
評
価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②

　
な
お
同
様
の
事
例
は
、
メ
キ
シ
コ
・
グ
ァ
テ
マ
ラ
な
ど
の
メ
ス
テ

ィ
ー
ソ
・
ア
メ
リ
カ
各
地
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の

事
例
に
つ
い
て
は
他
日
稿
を
改
め
て
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
し
、
こ

の
小
論
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
重
き
た
い
。

欄
筆
に
当
り
常
に
御
指
導
を
頂
い
た
織
田
武
雄
・
藤
岡
謙
二
郎
・
有
光
教
一

各
先
生
は
じ
め
、
こ
の
小
論
執
筆
に
当
り
励
ま
し
て
頂
い
た
押
野
昭
生
氏
に

深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

①
　
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
共
局
体
は
①
冒
島
O
と
よ
ば
れ
、
　
一
九
四
〇
年
の
セ

　
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
そ
の
要
約
一
四
、
七
〇
〇
、
平
均
七
〇
家
族
と
い
わ
れ

　
て
い
る
。
（
｝
簿
旨
Φ
ω
旨
℃
…
い
9
口
掛
跨
誉
O
瓜
O
斜
μ
8
0
娼
．
㎝
認
．
）

②
グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
い
て
は
最
小
の
行
政
単
位
ヨ
信
巳
魚
鷺
。
が
生
活
共

聖
体
を
形
成
し
て
い
る
。
　
8
簿
き
ω
“
円
げ
O
営
β
艮
9
覧
O
ω
O
野
趣
Φ
田
学

創
譲
①
の
8
韓
注
σ
q
三
§
α
o
h
O
二
二
①
ヨ
9
羅
ポ
》
露
●
》
馨
ξ
o
℃
●
。
。
P
一
り
鵯

℃
．
島
ω
1
魁
澄
・

竃
。
し
u
誌
Ω
ρ
Ω
●
蜜
．
俸
ζ
o
切
H
達
ρ
鼠
・
誤
嚇
譲
σ
q
ぼ
餌
昌
侮
O
綴
髪
①
諺
曽
蜀

簿
昌
白
餅
ω
竃
爆
傷
簿
O
o
露
営
β
肱
笥
①
ρ
の
O
o
α
q
磐
幻
①
＜
●
ω
b
。
博
お
島
Ψ
謡
b
。
i

昏⊃
@
○
。
．

蜜
6
し
d
ユ
創
ρ
　
閃
●
≦
…
O
巳
ε
鴨
巴
p
β
幽
閏
置
8
誌
。
巴
　
○
①
o
α
q
鎚
や
げ
団
o
h

ω
o
露
薯
。
馨
　
Φ
瓢
無
Φ
ヨ
鐸
ρ
　
（
ω
巳
普
。
ω
o
誉
一
黛
。
⇔
ぎ
ω
江
毎
8
0
団
ω
0
9
引

縄
馨
酎
樽
o
b
g
o
鵯
”
℃
β
び
嵩
。
無
一
〇
昌
Z
9
軒
お
ミ
）
と
く
に
八
八
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
湘
三
三
年
一
一
月
稿
）

史
学
研
究
会
例
会
予
告

左
記
に
よ
り
当
会
二
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
集
を

お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　
日
　
時
二
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
場
　
　
所
　
京
大
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

　
講
師
演
題

　
　
　
鎌
倉
幕
府
法
の
封
建
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
横
手
敬
雅

　
　
　
英
圏
中
世
地
方
史
研
究
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
　
智
　
武
　
臣
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窃

の
類
似
性
を
具
体
例
を
あ
げ
て
示
し
て
い
る
が
、
彼
は
両
者
闘
の
形
態
的
な
類

似
点
を
示
し
た
に
す
ぎ
ず
本
質
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

①
写
9
。
σ
q
幕
糞
9
。
零
は
①
σ
q
Φ
ω
①
8
巴
≧
8
籍
器
営
お
α
q
竃
（
℃
自
警
㌣

ω
受
導
呂
蜜
ρ
は
O
。
阜
魯
と
ω
。
跳
σ
・
曾
鼠
ω
●
。
。
・
。
（
O
o
9
象
）
に
残
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
で
あ
る
O
o
g
O
（
娼
や
富
㎝
山
戯
。
。
）
に
そ
の

前
半
が
見
ら
れ
る
以
上
、
置
繧
δ
触
が
そ
の
テ
ク
ス
ト
編
纂
を
先
ず
O
o
鋳
U

に
よ
り
、
後
半
（
○
弔
ρ
竃
●
H
証
。
。
馬
遠
の
以
下
）
を
O
o
9
魯
に
よ
っ
た

こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
た
や
む
を
得
な
い
。
　
⇔
密
興
は
鼠
岳
冨
目
が
O
o
9

侍
に
よ
っ
た
部
分
を
、
先
に
O
o
9
ゆ
よ
り
編
纂
し
た
国
瓢
解
中
に
見
ら
れ

る
密
ρ
の
秩
文
に
よ
っ
て
増
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
不
充
分
な
が
ら
章
を
追
っ
て
説
明
し
て
来
た
が
、
要
す
る
に
図
⊆
〆
を

中
心
と
し
て
O
o
P
じ
d
が
充
分
活
用
さ
れ
て
い
る
点
が
本
書
の
特
色
と
な
ウ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
U
臼
①
h
が
、
更
に
活
用
の
余
地
あ
り
と
考
え
ら
れ
る

O
o
“
切
を
駆
使
し
て
ζ
．
9
0
・
の
他
の
分
野
に
研
究
を
農
開
さ
れ
ん
こ
と

を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
］
）
旨
魯
の
論
交
に
は
す
で
に
示
し
た
も
の
の
他
に
次
の
様
な
も
の
が

あ
る
。

　
〈
O
o
蝕
8
ω
○
ぽ
留
口
き
r
N
切
切
紹
（
お
。
。
㎝
）
鴇
画
。
。
ふ
G
。
V

　
〈
ω
o
嘗
。
↓
Φ
葺
彦
．
ぎ
密
×
二
二
。
讐
ヨ
巳
口
曾
溝
Φ
α
ぎ
謹
撃
》
｝
淘
げ
9

（
巳
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。
q
y
置
ー
ミ
V

　
〈
H
口
。
嘗
①
讐
Φ
暮
話
貯
竃
ω
ω
●
℃
↓
》
霧
》
鵯
（
ち
。
。
①
）
堕
卜
⊃
認
る
ω
⑩
V

　
倉
翼
。
h
鷺
。
〈
冨
8
ω
ヨ
津
。
冨
ヨ
圃
の
0
8
σ
q
冨
9
ざ
O
勺
げ
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。
腿
（
お
。
。
㊤
y

譜
Q
。
る
ω
o
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〉

　
》
匂
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ゲ
ー
》
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鴎
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罠
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N
頃
b
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N
①
馨
戦
9
D
一
び
『
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¢
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b
d
帥
三
δ
昏
O
閑
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ω
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P
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b
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ケ
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舜
霧
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息消学

費
を
、
次
の
通
り
増
額
い
た
し
ま
す
。
な
お
こ
の
件

に
つ
き
ま
し
て
は
去
る
十
一
月
二
日
開
催
の
会
員
総

会
に
御
報
告
し
、
万
場
一
致
で
承
認
を
う
け
ま
し
た

が
、
当
日
御
出
席
な
き
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
御
了
承
、
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
建
頁
　
年
間
九
〇
〇
頁

旧
綴
建
頁
　
　
仙
牛
闘
四
六
〇
〇
W
貝

新
会
費
　
年
額
九
〇
〇
円

職
ム
黙
費
　
　
年
額
六
〇
〇
円

圏
号
当
約
嗣
五
〇
頁

一
号
当
　
　
八
八
頁

（
六
q
写
の
み
一
六
〇
買
）

囲
号
定
価
醐
八
O
円

一
号
定
価
一
〇
〇
円

（
六
綱
写
の
み
響
町
○
○
円
）

　
（
御
注
意
）
毎
号
奥
附
の
定
価
は
一
八
○
円
で
あ

り
ま
す
が
、
会
員
各
位
の
会
費
は
、
一
号
当
り
一
五

〇
円
と
し
て
計
算
し
、
再
考
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封

し
て
残
葛
を
御
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。

喘
、
次
期
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
会
則
に
よ
り
、
境
評
議
員
の
任
期
は
、
来
る
並
月
三

十
一
日
を
以
て
溝
了
い
た
し
ま
す
（
任
期
は
二
年
）
。

次
期
評
議
員
の
選
出
に
は
、
会
員
申
よ
り
理
議
会
に

お
い
て
選
出
し
会
員
総
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
を
要

し
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
去
る
昭
和
三
十
三
年
十
月

二
日
開
催
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
現
評
議
員
の
う
ち
、
辞
意
を
申
し
出
ら
れ
た

石
田
龍
次
郎
氏
を
除
く
五
九
名
の
方
に
は
全
員
留
任

を
御
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
新
た
に
岸
俊
男
氏
（
京

都
大
学
助
教
授
）
中
山
治
一
氏
（
大
阪
市
立
大
学
教

授
）
樋
口
隆
康
氏
（
京
都
大
学
助
教
授
）
を
追
加
選

歯
す
る
こ
と
に
決
し
、
十
一
月
二
臼
開
催
の
会
員
総

会
に
提
案
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
万
場
一
致
を
以
て
承

認
を
う
け
ま
し
た
。
次
期
評
議
員
全
員
の
御
氏
名
は

現
評
議
員
魯
位
の
任
期
満
了
の
後
、
当
史
林
誌
上
に

公
告
い
た
し
ま
す
が
、
計
り
あ
え
ず
選
出
の
経
過
に

つ
き
ま
し
て
御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

　
会
員
各
位

編
集
後
　
記

　
一
九
五
九
年
の
新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
各
位
も
、
そ
れ
ぞ
れ
漸
し
い

御
抱
負
を
お
も
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
ぞ
ん

じ
ま
す
が
、
こ
の
史
林
も
永
年
に
わ
た
っ
た
ペ
ー
ジ

数
の
不
足
を
、
な
ん
と
か
こ
こ
に
解
決
し
て
、
こ
と

あ
ら
た
ま
っ
た
浄
血
の
上
に
お
と
ど
け
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
肉
体
に
は
そ
の
優
美
が
あ
り
、
精

神
に
は
そ
の
才
智
が
あ
る
よ
う
に
、
史
林
も
そ
の
活

気
あ
る
内
容
を
誇
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
朝
尾

氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
論
稿
は
こ
の
要
求
に
は

つ
ぎ
り
解
答
を
あ
た
え
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
前
幅
で
は
8
ポ
で
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
論

文
も
、
今
後
で
き
う
る
か
ぎ
り
9
ポ
で
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
く
ぶ
ん
紙
型
の
余
裕
も
ゆ
る
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
沓
位
の
御
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
巻
よ
り
書
評

と
紹
介
の
二
つ
の
欄
に
分
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
紹
介
欄
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の
書
評
に
御
投

稿
た
ま
わ
っ
た
の
と
同
じ
く
、
会
員
魯
位
で
適
当
な

著
書
、
論
文
を
御
紹
介
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
や
御
意
兇
を
お
送

り
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
会
員
魯
位
の
御
精
励
を
お
い
の
り
し

て
。
そ
し
て
凡
蒲
で
な
い
四
二
巻
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
心
に
ぎ
め
な
が
ら
。
　
．
　
　
　
（
永
井
三
明
）

蕪
雑
＋
津
幡
愚
書
憲
天
。
円

　
史
林
（
第
照
二
巻
第
一
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
日
吉
購
本
町

　
　
　
京
郡
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
蓉
京
都
五
｝
五
五
齋

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
分
尿

　
　
　
　
　
　
編
集
主
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